
摘
国
衆
部
の
地
形
考
察
と
地
殻
轡
勤
の
意
義

激

越

棄

一

隣
地
測
紫
郎
二
十
鵜
舟
の
1
帝
閥
固
(植
鳥
｡
叡
山
)の
二
葦
,J
先
高
労
り

1
地
形
固
(
三
本
松
◎
徳
島
｡川
魚
｡
脇
町
B
富
岡
｡桟
鵬
◎
叡
山
や

日
和
佐
･横
谷
｡
北
川
｡
甲
浦
｡馬
路
｡
安
牛
利
◎浮
津
)
の
十
四
柴
参
憎

緒

論

北
は
讃
岐
三
本
槍
よ
･I
南
は
土
佐
室
戸
岬
迄
の
東
部

梅
岸
に
注
ぐ
重
な
る
河
流
の
種
々
和
W
.
地
殻
遊
動
亡

の
関
係
に
就
て
の
地
形
轡
的
考
察
を
な
し
て
見
た
い
｡

然
し
断
層
或
は
河
流
移
動
等
に
封
す
る
地
質
的
諭
鐙
を

奥

へ
る
事
の
出
裸
荷
な
い
の
が
遺
憾
で
あ
る
が
.
そ
れ

は
未
だ
毎
分
の
未
熟
さ
の
秀
で
あ
っ
て
将
来
貸
地
研
究

の
し上ニ
補
足
す
る
考

へ
で
あ
る
｡

1
.
海
揮
地
形

阿
鮫
の
鳴
門
以
北
の
海
岸
は
関
戸
内
海
に
面
し
た
.
刺

合
に
卒
地
な
海
岸
で
あ
っ
て
'
阿
讃
山
脈
の

1
部
が
引

凹
-
和
杜~
の
盗
掘
の
断
層
に
よ
-
北

へ
傾
き
海
に
綬
し

て
屠
､-
.
鳴
門
軸
峡
で
は
地
形

一
鼻
し
て
t
y
r
ス
輝

四
国
東
部
の
地
形
考
拡
tJ
地
軸
建
動
の
意
義

岸
の
形
式
恕
な
し
'
阿
蕃
山
膝
は

1
旦
海
中
に
沈
み
.

大
宅
島
.
島
田.il
H
島
等
ど
な
っ
て
其
上
部
を
浮
べ
其
連
府

は
畢
岸
淡
路
に
現
れ
て
ゐ
る
｡
撫
養
の
偶
山
の
鼻
を
南

へ
過
れ
ば
里
浦
の
海
岸
か
ら
長
-
連
な
る
砂
丘
列
は
膏

野
川
口
を
塞
ぎ
つ
ゝ
あ
-
清
聴
新
田
附
近
迄
の
間
砂
丘

の
内
側
に
は
細
長

い
鱒
を
認
め
る
事
が
出
凍
る
P
此
状

態
は
近
代
の
隆
起
を
語
る
も
の
で
あ
る
｡
今
切
川
､
別

宮
川
の
各
河
口
は
先
の
横
な
整
然
さ
は
LJ
.い
が
之
は
河

流
の
強
大
な
放
水
に
よ
る
轄
巣
で
あ
ら
-
｡
小
牧
文
革

士
の
研
究
に
で
は
徳
島
市
の
城
山
に
は
水
面
上
九
米
の

上
位
に
海
浸
痕
を
認
め
ら
れ
叉
同
山
の
洞
窟
及
び
膏
野

川
の
中
野
十
朱
等
高
虚
の
結
晶
片
岩
帯
ビ
沖
積
中
野
の

境
界
に
よ
っ
て
'
隆
起
の
静
左
を
輿

へ
ら
れ
た
｡
叉
私

如

九



地

球

弟
六
番

の
郷
里
操
車
町
に
も
隆
起
ー二
親
て
の
.
傾
説
及
び
暗
示

を
輿

へ
る
も
の
が
あ
る
.
現
在
の
撫
羊
の
梅
岸
か
ら
徐

･

程
離
れ
た
山
鹿
に
磯
崎
(撫
養
騒
崎
嘉

崎
(
同
館
田
,)等

地
名

り佃
魔
は
祉
菅
の
海
に
面
し
た
慶
で
あ
っ
た
E
S
ノ

古
老
り
談
で
あ
-
'
又
撫
拳
の
地
盤
を
な
す
沖
積
地
の

地
下
水
は
'
多
分
の
胞
分
を
食
み

'}
殿
に
飲
用
に
通
せ

や
様
に
山
就
傾
斜
地
域
に
の
み
飲
用
水
を
得
る
の
み
で

あ
る
D
此
等
は
海
岸
隆
起
の
忠
義
に
命
数
す
る
も
の
で

は
無
か
ら
-
か
｡

小
於
島
港
の
東
側
を
な
す
和
田
の
鼻
は
那
嚢
川
等
の
運

搬
し
た
土
砂
が
風
力
及
び
潮
涯
の
作
用
に
よ
っ
て
丁
度

久
機
山
下
の
浦
水
猪
を
な
す
三
保
の
松
原
の
あ
る
紗
明

A/,
同
様

のも
ので
あ
-
.
其
よ
-
南
は
叉
砂
丘

の連
紙

に
よ
っ
て
内
側
は
や
は
り
細
長
い
潟
様
の
者
が
あ
-
そ

れ
が
最
早
沼
地

しヾ
抱
じ
て
ゐ
る
串
は
北
部
狩
岸
よ
･JI
も

尭
期
地
形
T<q･,な
し
.
そ
し
て
其
軸
岸
親
に
庇
角
状
に
細

長
い
沼
或
は
小
川
が
或
距
離
を
保
ち
つ
ゝ
排
列
し
て
ゐ

る
｡
之
れ
は
綾
に
も
述
べ
る
が
償
崎
代
の
那
賀
川
の
河

道
で
あ
っ
た
に
遵
ひ
な
い
.
那
袈
川
以
南
は
地
形

山
軽

し
て
灘
-
の
出
入
を
な
す
河
岸
で
.
牛
島
の
犬
山
或
は

罪

7
粥

岩

7
0

数
多

の島
唄
は
海
中
に
浮
ん
で
ゐ
る
.
そ
し
て
英
軍
島

及
島
峡
は
整
然
ご
し
て
東
商
に
藤
列
し
て
ゐ
る
｡
那
賀

川
の
兼
商
海
中
の
青
ヶ
島
p
中
浄
島
'
烏
帽
子
島
等
の

島
郡
は
､亀
崎
p蕨
石

(此
二
つ
は
共
に
沖
積
平
野
の
渇

に
埋
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
以
前
は
海
中
の
島
で
あ
っ
た
)

等
./J
基
に
其
西
に
あ
る
津
ノ
峯
耐
酢
の
鍛
冶
屋
ケ
峯
ビ

同
系
統
を
な
し
.
橘
緒
の
南
を
な
す
ウ
ル
メ
島
.
高
島

小
勝
島
は

一
個
の
島
列
を
な
し
.
棒
材
の
平
島
,/J
滞
生

田
岬
の
各
年
島
は
共
に
基
究
端
に
は
幾

つ
か
の
島
唄
群

を
持
っ
て
ゐ
る
｡
雌
等
滞
生
田
以
北
の
平
島
及
び
島
嚇

列
は
伺
曲
山
豚
の
生
成
彼
可
成
制
勝
作
用
を
な
し
た
後

地
殻
運
動
に
よ
っ
て
.
紀
伊
水
道
S
t生
成
ど
な
-
桝
岸

に
沿
ふ
南
北
断
層
に
よ
っ
て
海
中
に
隅
投
し
其
谷
部
は

水
中
に
沈
み
高
所
の
み
が
宇
島
或
は
島
唄
./)
し
て
残
留

す
る
も
の
で
あ
る
｡
蒲
生
ES
以
南
の
海
岸
兼
に
就
て
は

後
車
詳
細
に
述
べ
て
見
た
い
.

〓
､
榔
暦
の
地
形
教
的
考
察

阿
讃
山
脈
を
構
成
す
る
和
泉
抑
岩
は
'
引
EE
-
和
田
浜

研
修
級
に
よ
っ
て
北
部
の
花
梅
岩
槽
に
接
し

(
地
球
第

四
番
約
五
鍍
江
原
粗
壁
士
の
和
泉
紳
岩
に
戟
て
塵
照
)



之
を
地
形
軍
的
に
況
む
れ
ば
'
寛
に
は
引
H
の
北
部
山

地
の
蕨
を
兼
徹
北
に
延
す
,,J
海
中
に
は
通
念
島
p
於
島

等
は
直
線
状
に
充
西
に
延
び
て
居
-
引
田
川
に
沿
ふ
て

西

へ
蹄
衆
山

(
二
7.JTJr五
+
六
兼
)
の
南
崖
を
過
ぎ
編
麓

村
の
盆
地
に
出
で
盆
地
北
部
を
寛
酉
に
横
切
-
虎
九
内

二
二
百
七
十
三
米
六
)の
南
濃
を
過
ぎ
.
五
名
山
材
に
蓬

す
る
銀
が
あ
る
｡
今

1
つ
入
野
山
か
ら
.
西
微
雨
の
方

向
に
も

1
つ
の
線
を
認
め
る
事
が
出
凍

(此
銀
が
速
-

和
田
洛
孤
4,)
.

i
致
す
る
も
の
で
あ
ら
-
)
p

涌
発
射

盆
地
,{q･J
潤
す
港
川
は
南
光
名
山
村
方
両
か
ら
ビ
大
槽
の

山
中
亡
の
水
を
合
し
乗
階
及
兼
山
方
南
の
水
,{q･Jも
併
せ

盆
地
北
部
山
地
を
杖
-
.
北
東
に
三
本
於
,,)舷
原
の
中

間
の
海
岸
に
洗
い
で
ゐ
る
d
盆
地
珪
成
以
前
は
港
州
は

癖
階
p
栗
山
の
斜
面
の
元

が
先
行
的
に
北
流
し
て
ゐ
吾

が
断
層
運
動
の
鹿

に
p
河
の
上
軍
都
は
階
落
し
て
.
盆

地
む
な
し
番
に
下
軍
部
は
殆
J.W
容
谷
ビ
な
っ
た
が
.
其

撒
愈
地
底
に
は
堆
臓
作
用
が
黄

み
下
寧
部
の
容
谷
も
幾

分
阿
促
し
盆
地
底
W
塑
向
梓
に
達
し
紀
畔
､
川
は
急
に

勢
を
得
て
笹
の
橋
に
北
流
し
た
も
の
で
あ
ら
-
｡
束
縛

兼
山
の
谷
が
比
較
的
贋
澗
な
地
形
を
な
す
の
は
､
盆
地

四
問
東
部
の
地
形
考
毅
1}地
殻
麺
卸
の
怒
載

生
成
以
前
の
河
盟
で
あ
っ
た
新
を
悪
政
す
る
も
の
で
は

な
か
ら
-
か
.
引
出
か
ら
束
に
引
い
た
通
念
島
'
絵
島

は
断
層
の
上
位
に
常
-
其
南
側
は
梅
に
乾
し
て
ゐ
る
.

引
田
川
は
該
噺
厨
舘
に
沿
っ
て
流
れ
て
ゐ
る
｡

西
南
日
本
の
中
央
大
構
造
線
亡
し
て
有
名
な
､
四
閥
で

は
伊
橡

S
北
部
を
寵
岡
に
走
-
阿
波
で
は
池
田
よ
-
撫

葦
に
至
る
苫
野
川
に
漕
ふ
舘
は
淡
路
･/)
招
島
の
間
を
過

ぎ
近
畿
の
中
央
部
を
東
西
に
走
-
速
-
日
本
中
東
部
に

蓮
し
て
ゐ
る
｡
阿
波
竃
野
川
の
北
部
斜
両
に
は
比
硬
的

新
し
い
時
代
の
師
厨
地
形
を
認
め
る
｡
之
を
要
す
る
に

琶
構
造
綿
に
沿
っ
た
二
次
的
運
動
の
経
基
に
外
な
ら
ぬ

地
形
間
中
撫
養
近
傍
は
遺
憾
乍
ら
不
叩
で
あ
る
が
川
島

脇
町
を
見
た
な
れ
ば
詳
細
に
判
明
す
る
O
先
川
島
陶
隔

●
●
○
○

中
限
に
付
-
の
は
分

離

丘

陵

で
あ
る
'
竃
野
川
の
北
岸

で
覚
は
板
野
郡
舷
島
村
の
谷
だ
西
は
御
所
村
宮
川
内
の

谷
亡
の
間
に
南

へ
栗
山
し
た
丘
陵
(
二
四
九
､
七
釆
)
A/J

革
北
部
の
蓮
峯
〓
ハ
〇
六
､
三
光
)
の
問
は
略
々
寵
西
に

走
る
断
静
銀
に
よ
っ
て
振
ら
れ
て
屠
-
'
そ
し
て
基
舟

鞘
丘
陵
に
二
百
米
撃
向
曲
を
引

い
て
見
た
な
れ
ば
細
長

い
東
西
に
延
び
た
同
高
面
が
現
は
れ
'
そ
れ
よ
-
南
側

〓

]
山



陵丘離分 ミ線厨断るけ於に部北川野吉 圏-鍾

璽

ハ
巻

第
7
携

三

三

は
急
に

形
が
あ
～-
東
は
金
地
か
ら
西
尾
閑
に
至
る
直
兼
の
谷
は

梶
-
な

･

党
の
k
,同
様
な
断
層
洋
で
あ
-
上
位
ブ
｡
ツ
ク
は
最
高

っ
て
屠

五
七
二
､
六
米
あ
-
下
位
は
二
八

.J
､
九
光
の
縫
位
を
な

ら
,
此

し
て
ゐ
る
｡
四
観
八
十
八
ヶ
所

の札
所
切
幡
章
は
此
分

状
態

か

雛
丘
陵
上
に
練
ら
れ
て
あ
る
｡
金

持
谷
に
は
'
狭
長
な

ら
察
す

池
さ

へ
あ
る
'
金
持
谷
の
線
だ
兜
の
宮
川
内
の
方
の
降

れ
ば
二

ど
の
線
は
互
に

!
直
藤

上
に
あ
-
他
の
山
崖

の
庶
W
も

段
の
断

7
致
し
て
ゐ
る
'
そ
し
て
此
兼
は
蘭
は
梅
木
原
蓮
-
迄

層
線
を

達
し
て
ゐ
る
ら
し
い
｡
此
等
斜
面
を
流
れ
る
コ
ソ
セ
ク

考

へ
る

エ
ソ
ト
の
谷
の
各
下
流
地
に
は
'
岩
層
の
堆
積
著
し
-

串
が
出

し
て
贋

い
河
原
を
な
し
卒
常
は
水
瀬
川
を
な
し
て
ゐ
る

凍
る
｡

脇
町
近
傍
は
之
等
地
形
亡
は
趣
き
が
選

っ
て
.
脇
町
の

今

!
つ

某
か
ら
晴
水
越
街
鑑
の
谷
は
基
出
口
に
可
成
贋

い
償
属

阿

波
郡

状
地
ビ
愚
は
れ
る
も
の
が
あ
-
其
甲

川
原
町

へ
落
る

土
成
村

谷
に
も
前
の
よ
-
は
親
機
は
小
さ
い
が
F
や
は

-
同
様

ビ
上
富

の
扇
状
地
を
有
し
て
居
る
｡
其
扇
状
地
は
共
に
現
在
の

凍

日

開

河
の
虜
に
東
西
に
切
離
さ
れ
'
そ
し
て
英
が
叉
放
射
状

谷

}J
g

の
小
さ
市
谷
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
て
ゐ
る
｡

問
に
同

地
田
町
近
傍
の
北
部
山
地
を
見
る
に
'
準
串
原
的
地
形

様
な
地

を
な
し
其
山
地
は
若
い
峡
谷
の
膚
に
穿
た
れ
て
屠
る
｡



池
田
の
北
楽
部
の
野
呂
谷
川
は
八

〇
〇
1
七

〇
〇
米
の

卒
臆
面
を
穿
っ
て
V
字
形
の
谷
を
な
す
｡
膏

野
川
南
岸

山
地
で
は
前
述
の
様
な
鍵
化
を
認
め
ら
れ
な
い
｡
前
の

川
島
国
中
の
断
層
崖
は
啓
構
造
蝕
に
並
行
し
た
新
断
層

脱
で
あ
っ
て
.
梅
木
原

か
ら
急
に
河
岸
中
野
が
狭
-
L･b

-
脇
町
.
池
田
町
近
傍
の
前
}J
選
っ
た
地
形
を
な
す
事

は
奮
構
造
頗
即
今
の
苛
野
川
筋
の
轟
運
動
に
よ
っ
て
南

側
下
降
を
来
し
指
結
果
に
外
な
ら
ん
か
5･J
恩
ふ
｡

此
等
断
層
藤
里
相
葉
村
盆
地
の
線
E
は
'
共
に
堀
声
内

海
階
段
の
飴
政
で
あ
-
.
其
結
果
北
よ
-
南

へ
の
横
魔

力
が
加
は
-
紀
伊
水
道
の
落
込
が
掲
来
た
｡
阿
波
の
東

岸
に
は
此
に
原
因
す
る
南
北
緋
層
線
が
出
凍
死
｡
即
ち

北
端
北
泊
の
東
岸
よ
-
撫
養
町
の
西
部
山
路
を
過
ぎ
南

は
勝
浦
川
口
の
苗
.
日
峯
翻
敵
を
祭
る
芝
山
の
東
岸

f̂J

羽
ノ
浦
町
か
ら
土
佐
術
遇
に
沿
ひ
南
に
直
行
し
た
線
は

由
岐
町
に
至
る
迄
w
p
其
す
ぐ
西
側
に
基
に
並
行
し
て

徳
島
市
の
眉
山
の
東
崖
の
線
は
'
勝
浦
川
中
野
の
西
側

を
過
ぎ

i
部
山
地
を
横
切
-
勝
浦
盆
地
の
沼
江
村
に
預

る
銀
等
が
あ
る
｡

此
内
兼
側
の
北
泊
-
由
岐
閉
り
断
層
腺

り東
側
即
ち
下

四
囲
東
部
の
地
形
考
露
1)地
軸
滋
潮
の
意
義

位
ブ
ロ
ッ
ク
は
北
部
は

(撫
養
附
妃
を
除
-
外
)
殆
.'U

海
中
に
穫
し
.
那
賀
郡
長
生
村
速
ま
-
以
南
は
由
岐
迄

は
担
位
の
皮
が
僕
少
ど
な
-
蓬
に
は
授
曲
に
縫
じ
て
ゐ

る
ら
し
い
｡
長
池
以
南
の
山
地
標
高
を
見
る
に
'
下
位

ブ
ロ
ッ
ク
に
皆
る
津
峯
紳
敵
の
あ
る
個
庭
は
(
二
四
七
｡

五
)
の
高
位
を
示
し
其
磨
き
で
あ
る
べ
き
酉
側
山
地
は

(垂

二
五
㌧
五
)
を
な
し
.
夫
よ
-
南
に
は
あ
ま
-
大
き

な
組
付
を
認
め
ら
れ
す
平
均
西
よ
り
兼

へ
綬
傾
斜
を
な

し
て
海
に
捜
し
て
居
る
｡
第
二
の
西
側
断
層
線
で
は
､

立
江
町
の
蘭
で
勝
浦
川
を
堺
/̂L
L
で
束
西
に
大
差
が
あ

る
､
即
ち
西
側
(上
位
)
で
は
中
浄
峯
山
の
(七
七
三
'
こ
)

で
あ
る
.
其
の
兼
側
で
は
下
位

(
二
八
八
･
四
)
の
標
高

を
示
し
て
居
り
'徳
島
近
傍
で
は
眉
山
の
三

七
九
､
六
)

で
あ
り
.
魔
側
城
山
(
六
〇
)
乃
至
津
田
山
の

(七
八
.

≡
)
の
大
慶
位
を
な
し
て
ゐ
る
0
曲
等
の
席
数
を
綜
合

す
る
に
南
部
よ
-
北
部
に
至
る
に
従
ひ
大
鼻
位
を
な
し

て
屠
る
事
が
判
る
.
そ
し
て
そ
れ
が
金
濃
に
北

へ
傾
い

て
ゐ
る
事
も
知
れ
る
｡
観
山
二

九
五
五
)
は
基
最
高
鮎

を
な
し
基
よ
-
北

へ
傾
き
も
竃
野
川
の
大
断
層
に
よ
っ

て
地
盤
は
深
-
落
込
ん
で
屠
る
｡

言

〓
ニ



地

域

非
六
懲

筒

]
鵬

蒜

7
凶

江
原
鞘
塾
士
に
櫨
れ
ば
鳴
門
海
峡
に
は
署
し
き
断
層
無

し
だ
せ
ら
れ
た

(地
球
第
四
幕
第
五
挽
)
戯
し
横
腫
カ

に
ょ
つ
て
地
層
走
向
屈
曲
さ
れ
死
域
脊
放
射
状
に
多
少

の
捌
口
の
壁
す
る
封
は
宥
-
碍

べ
き
事
だ
恩
は
れ
る
｡

私
は
地
男
尊
駒
に
轡
貰
す

る
稗
の
自
信
は
な
い
が
偶
に

撫
養
町
の
東

如
鰯
山
S
鼻
か
ら
北
西
に
桑
島
の
,jJ
･Jl
碧

の
海
岸
か
ら
黒
崎
明
榊
に
至
-
背
後
の
山
を
北
西
に
越

わ
て
据
戸
村
日
出
の
入
江
に
引
い
た
線
を
此
断
層
ビ
想

像
す
る
事
が
出
凍
る
｡
若
し
之
を
地
形
的
に
説
明
を
求

む
れ
ば
.%
底
の
洗
さ
の
慶
化
で
あ
る
｡
撫
養
路
の
東
口

か
ら
黒
崎
の
軸
岸
蓬
は
二
乃
至
四
覇
の
深
さ
で
あ
-
～

(
此
虜
は
勿
論
撫
養
州
の
放
水
口
に
舶
皆
す
る
か
ら

叫

敗
に
掩
い
地
域
で
あ

る
が
強
い
潮
流
の
流
路
で
あ
る
中

央
部
で
は
此
枚
的
沈
蔵
作
用
の
少
い
ざ
見
て
差
支

へ
な

い
｡
)
黒
崎
よ
-
堂
ノ
浦
迄
は
通
常
六
-
七
覇
を
保
ち
内

帝
に

明
榊
よ
-
堂

ノ
浦
に
至
る
間
は
忠
に
深
-
十
二
軍

の
魔
さ

へ
あ
る
P
LtJ組
か
ら
叉
急
に
撲
-
瀬
戸
の
北
口

に
至
る
問
は
ニ
ー
四
尋
の
漆
桝
}J
な
っ
て
ゐ
る
｡
網
戸

の
,北
口
か
ら
桝
軸
に
至
る
南
北
酷
線
は
先
の
北
的
-
也

岐
間
の
大
断
層
兼
の
二

部
で
あ
っ
て
.
其
鏡

の担
勘
に

よ
っ
て
今

S北
西
-
商
兼

の断
層
が
出
雑
だ
.
そ
し
て

其
交
叉
鮎

の.塵
が
急
に
洗
-
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

大
毛
島
及
島
田
島
の
閲
の
内
海
の
面
岸
に
は
デ
〝

タ
の

壁
達
が
な
-
山
が
庇
ぐ
に
海
水
に
捜
し
て
ゐ
る
｡

そ
し

て
其
が
比
較
的
海
蝕
を
受
け
て
居
な
い
事
は
､
近
代
の

沈
降
を
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ら
-
か
.
撫
養
町
山
地

の
高
鮎
に
立
っ
て
前
方
の
島
々
を
眺
め
た
腫

7
暦
其
戚

じ
を
強
-
す
る
｡

前
に
海
岸
地
形
の
章
で
逓

べ
た
鞠
拳
海
岸

に
於
け
る

i

二
の
酎
質
も
之
等
ご
帽
聯
し
て
或
意
味
を
な
す
も
の
で

は
な
か
ら
-
か
.

三
'
河

流

ノヽ二

鮎
喰
州
p
酉
は
名
西
郡
だ
穐
廊
郡
の
堺
を
な
す
川

井
峠
に
其
職
を
な
し
束
流
し
名
西
郡
紳
儲
村
大
久
保
蓮

-
か
ら
北

へ
迂
回
L
t
阿
野
村
小
野
か
ら
少
し
兼
北
に

流
れ
て
膏
野
川

の斜
面

へ
出
で
贋

い
河
原
ど
な

-
水
部

川
を
な
し
て
み
る
O
横
瀬
園
幅
中
英
兼
北
隅
に
佐
郡
河

Ti<E
の
ノ盆
地
が
略
ぼ
東
商
に
延
び
て
小
姶
良
の
年
地
に
遷

し
て
ゐ
る
が
'
其
低
地
に
は
贋
漕
な
低
地
を
な
す
割
合

に
大
き
な
州
流
も
な
-
位
に
細
い
小
川
が
流
れ
て
ゐ
る



に
過
ぎ
な
い
.
唯
小
放
鳥
終
に
揖
る
和
代
醐
川
の
河
口

が
急
に
横
大
し
て
或
時
代
に
は
大
き
な
河
流
で
あ
っ
た

か
の
戒
を
起
さ
せ
る
｡
此
特
異
な
地
形
は
何
が
虜
で
あ

ら
-
か
p
私
は
五
番
分

1
横
瀬
間
中
鮎
喰
川
上
流
の
.両

岸
南
北
山
地
に
東
銀
を
以
て
三
闇
米
等
高
線
を
引
い
て

見
た
.
北
側
で
は
三
富
米
兼
は
蔑
つ
に
も
切
れ
切
ど
な

っ
て
多
-
の
丘
状
を
な
し
て
ゐ
る
が
南
側
山
地
で
は
庇

兼
に
西
よ
-
東

へ
鬼
龍
野
村
に
箆
-

小
原
で
は
該
線
が

北

へ
突
出
し
上
佐
那
河
内
の
府
苗
の
三
石
米
銀
ご
接
し

て
ゐ
る
'
然
し
基
案
出
地
恥
の
最
高
棟
は
三
八
〇
米
を

示
す
も
の
で
あ
る
.
そ
れ
か
ら
佐
那
河
内
の
盆
地
で
は

や
は
-
東
西
に
走
る
三
百
兼
の
線
が
あ
っ
て
小
絵
島
の

卒
地
に
逢
し
て
ゐ
る
｡
地
球
畢
評
論
二
の
二
及
三
の
辻

村
独
尊
士
の
論
文
に
て
四
閥
中
部
を
縦
断
す
る
大
な
る

凱
離
断
瀞
線
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
た
p
私
の
引
光
三
官

米
等
商
銀
は
該
脚
厨
廉
.yJ
符
倉
す
る
も
の
で
あ
ら
-
～

著
し
些

二
膏
光
線
を
商

へ
引
き
延
ば
せ
ば
上
静
止
山
村

の
奥
屋
敷
の
谷
に
璽
-
.

1
旦
消
失
し
て
川
原
に
田
で

TJ,:1-

西
々
南
に
走
-
八
幡
か
ら
本
屋
中
川
に
沿
は
や
に
弓
道

の
谷
に
沿
っ
て
峠
を
越
わ
.
叡
山
'
九
倍
山
よ
-
落
ち

四
的
東
邦
の
地
形
考
雛
TJ
地
殻
軽
軌
の
忠
義

る
鑑
線
の
谷
に
沿
ふ
て
丸
牧
山
の
間
の
見
ノ
越
を
過
ぎ

て
融
谷
川
谷
に
沿
ふ
た
銀
だ
な
っ
て
ゐ
る
｡
鮎
喰
川
の
r]-､祐

南
側
山
地
に
は
塵
々
山
腹
に
卒
地
面
を
見
る
即
ち
高

根

附
近
に
は
九
C
O
1
六
〇
〇
衆
の
間
の
階
段
地
形
が
あ

る
特
に
高
根

の
商
八
八
〇
米
等
高
線
の
廃
に
は
固
形
の

廉

い
申
地
を
見
出
す
事

が
出
凍
る
.
紳
額
紬
の
五
九
二

､
九
米
の
卒
頂
な
山
も
之
等
地
形
だ
同
意
盤
の
も
の
で

あ
ら
-
｡
鬼
飛
野
村
の
開
高

鉾
山
の
北
)に
も
贋
い
串
原

的
山
地
が
あ
る
(譲
郡
笠
置
近
傍
山
地
に
相
似
)之
等
甘

該
断
層
錬
成
以
前
の
番
鮎
喰
川
の
河
床
で
は
な
か
っ
た

ら
-
か
'
佐
那
河
内
で
は
元
の
河
床
の
南
側
は
断
層
錐

に
よ
っ
て
落
ち
て
ゐ
る
'
そ
し
て
党
の
鬼
龍
野
射
造
り

線
亡
は
離
離
し
て
ゐ
る
｡
高
根
の
商
に
あ
る
雨
乞
ノ
瀧

は
此
断
層
崖
を
落
ち
る
も
の
で
あ
ら
-
｡
鮎
喰
川
は
元

閏
曲
山
鹿
に
漁
っ
て
充
酉
に
流
路
を
取
っ
て
ゐ
た
が
英

検
の
地
殻
鍵
動
に
ょ
つ
て
､
地
盤
は
北

へ
傾
き
其
結
果

河
流
は
北
斜
面
に
移
動
し
た
'
勿
論
低
い
中
野
を
移
動

す
る
櫨
に
自
由
な
行
動
を
な
し
特
べ
き
筈
は
な
い
が
地

盤
が
北

へ
傾
い
た
な
れ
ば
水
は
北
部
斜
面
下
か
ら
授
蝕

さ
れ
て
段
々
上
流
に
逢
し
た
時
､
河
の
尊
家
作
用
に
よ

芸

1
五



地

球

第
六
懸

っ
て
今
迄
博
よ
-
束

へ
流
れ
て
ゐ
た
川
は
強
大
な
勢
力

を
布
す
る
北
斜
而
河
流
の
兼
に
奮
は
れ
る
に
連
ひ
な
い

斯
-
し
て
現
在
の
鮎
喰
川
は
大
野
地
か
ら
北
に
折
れ
大

.

野
地
よ
-
末
の
川
は
逆
洗
し
て
西
に
流
れ
大
野
地
の
盛

に
令
流
し
て
ゐ
る
'
文
革
兼
鬼
龍
野
村
の
元
山
の
谷
は

衆
々
北
に
流
れ
て
ゐ
る
が
商
浦
か
ら
急
に
方
向
を
晒
じ

て
商
流
.
本
名
か
ら
北
に
折
れ
て
､
馬
路
で
本
流
だ

合

し
て
ゐ
る
.
攻
弓
折
れ
に
流
れ
る
谷
も
や
が
て
上
流
北

山
の
峠
を
破

っ
て
佐
那
河
内
を
西
よ
-
兼

へ
流
れ
る
河

の

!
部
を
奪
ふ
事
が
あ
る
で
あ
ら
-
.
此
-
し
て
鮎
喰

州
の
本
流
は
義
塾
奇
遇
の
一睡
の
南
か
ら
兼

へ
7
宮
か
ら

下
町
-
西
光
苛
か
ら
園
瀬
川
の
贋
い
牢
地
を
兼
洗
し
た

時
代
が
あ
っ
た
p
そ
し
て
叉
園
粥
川
は
佐
那
河
内
盆
地

の

7
部
の
川
,<q･)も
奮
っ
て
高
樋
か
ら
北
洗
せ
し
め
て
ゐ

る
P
其
結
風
軸
代
堀
川
は
殆
''.,J上
流
部
を
密
ほ
れ
倭
に

高
樋
泌
兼
を
自
分
の
傾
分
ビ
し
て
細
々
ビ
飴
命
を
供
つ

に
過
ぎ
な
い
｡
基
}J
同
時
か
或
は
後
に
凹
観
中
部
の
某

国
に
走
る
太
断
層
が
出
水
た
p
其
後
文
事
野
川
筋
の
慶

動
に
よ
っ
て
鮎
喰
州
は
流
路
を
樫

へ
た

7
ノ
宮
か
ら
急

過
北
流
し
て
購

い
河
原
を
な
し
た
｡

第

7
鵬

一LJ

〓
ハ

穴
吹
川
の
上
流
地
方
は
楽
商
流
だ
南
北
流
だ
が
直
角
を

な
し
て
ゐ
る
.
此
等
も
鮎
喰
川
亡
同
機
に
元
来
蘭
流
し

て
ゐ
た
河
流
が
地
麺
の
結
果
北
部

斜
面
に
奪
は
れ
だ
結

果
で
は
な
か
ら
う
か
'
最
上
流
の
保
栗
山
峠
か
ら
寛

へ

延
び
た
谷
は
川
井
峠
を
越
え
て
鮎
喰
川
の
上
流
だ

一
致

イ
チ
ハ小

し
其
下
流

市

初

か
ら
音
宮
に
至
る
東
西
顔
も
或
は
鮎
喰

川
の
上
流
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡

.ヽ..I/二
'
那
賀
川
及
び
腰
浦
州

′′＼都
亀
川
は
四
園
の
所
謂
外
帯
山
脈
を
な
す
中
生
代
白
華

紀
厨
の
関
曲
中
に
略
々
縦
谷
を
な
し
西
は
観
山
か
ら
紀

伊
水

道
へ
流
れ
山
で
居
る
'
而
し
て
冥
途
中
山
地
中
を

恢
入
メ
ア
ン
ダ
ー
･を
な
し
て
ゐ
る
'
そ
し
て
其

メ
ア
ン

メ
,I
は
幾
つ
か
の
枚
の
頚
部
を
切
断
し
て
孤
立
し
た
島

状
の
山
地
を
河
岸
に
見
る
｡
楼
谷
固
帽
中
構
石
ー大
久
保

の
小
丘
だ
.
其
東
北
の
嬉
野

-
入
野
1
牛
翰
-
鮎
川
の

カ

へ
三
日
月
形
の
孤
立
山
地
(
二

一
二
米
)を
巡

っ
て
狭

い
神
橋
地
を
見
る
｡
日
野
谷
村
り
蔭
谷
の
楠
固
形
の
山

也
(
二
八
八
米
)も
同
じ
者
ら
し
い
然
し
之
は
前
の
よ
-

は
飴
程
開
所
が
進
ん
で
ゐ
て
其
奥
の
方
に
億
に
中
也
地

を
見
る
に
過
ぎ
な
い
.
ず
つ
だ
上
流
で
は
中
木
田
肘
9



御
桝
谷
の
盆
地
は
償
い
蛇
行
の

7
屈
曲
部
で
あ
ら
-
'

陵
が
あ
-
基
両
側
に
は
盆
地
か
ら
落
ち
る
耽
れ
が
あ
る

(す示な丘残は43.2.り - ダ yア メl斯LlJろけ於に城杭州筑邪 図二第盆
地
だ
邪
教
川
本
流
だ
の
間
の
狭
い
所
に
瓦
免
職
の
丘

E
I国
東
部
の
地
形
考
察
yJ地
殻
建
勅
の
忠
義

松
谷
だ
小
計
の
問
の
狭
い
敏
の
基
部
に
相
督
す
る
峠
も

や
が
て
切
断
さ
れ
る
串
が
あ
ら
う
｡

シ車

那
袈
川
の
沿
岸
和

食

か
ら
大
瀧
寺
山
の
南
側
を
束

へ
鑑

頗
状
に
引

い
た
低

い
谷
は
'
桑
野
川
の
沿
岸
年
地
に
出

コ#

で
其
申
地
を
横
ぎ
つ
て
谷

島

の
平
地
に
達
し
橘
港
の
海

に
而
し
て
ゐ
る
雌
の
低
地
は
最
古
の
那
亀
川
の
流
路
で

あ
っ
た
｡
其
時
は
今
の
桑
野
川
を
も
併
倉
し
て
谷
島
の

醇
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ら
-
｡
鮎
喰
川
ビ
同
様
な
地
盤

の
結
艶
初
め
は
現
在
の
桑
野
川
の
流
路
を
取
っ
た
が
其

堅

剛
か
ら
那
賀
川
の
下
流
前
身

(加
茂
谷
村
･3
東
邦
賀

川
中
野
に
､至
る
州
)
は
今
だ
同
種
に
略
ぼ
西
よ
-
寛

へ

流
れ
て
ゐ
た
p
そ
し
て
其
雷
特
は
加
茂
谷
村
の
山
だ
大

観
寺
山
E
は
瓦
に
連
番
し
た
東
西
の
山
灘
で
和
食
ビ
大

田
井
の
間
は
瞳
を
な
し
た
郭
が
あ
つ
た
が
地
盤
が
北

へ

瞬
き
叉
前
に
述
べ
た
様
な
海
岸
断
層
兼
に
探
っ
て
河
流

は
若
返
-
を
な
し
政
し
い
授
蝕
の
膚
に
和
食
へ
大
田
井

間
の
峠
は
開
析
さ
れ
て
和
食
以
西
の
上
流
を
奪
っ
て
し

ま

っ
た
｡
和
食
'
火
出
井
間
の
河
清
の
屈
曲
が
少
な
い

事
yJ
河
岸
山
地
が
急
傾
斜
を
な
し
て
ゐ
る
事
は
.
此
間

蒜

i
,ヒ



地

球

第
六
春

の
澗
息
を
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ら
-
か
.
那
賀
川
の

l
支
流
赤
絵
川
は
日
野
谷
村
の
南
八
郎
山
[t九

一
九
､
五

莱
)
の
某
斜
面
の
水
を
受
け
兼
流
し
遠
野
か
ら
急
に
北

へ
曲
っ
て
川
口
で
本
流
那
袈
川
だ
合
し
て
ゐ
る
｡
滝
野

以
西
の
止
流
は
関
曲
に
報
行
し
た
縦
谷
を
な
す
'
著
し

此
を
兼
商
に
妊
せ
は
遠
野
か
ら
寺
野
を
過
ぎ

】
八
二
米

の
峠
を
越
ね
た
な
れ
ば
日
和
佐
川
の
上
流
･/J
l
致
せ
し

め
る
串
が
出
凍
る
｡
之
を
凍
す
る
に
滝
野
以
西
の
轟
於

川
上
流
は
日
和
佐
川
の

1
部
で
あ
っ
た
ゞ
ら
-
が
'
下

流
免
動
の
粧
兜
峠
以
北
の
上
流
は
赤
絵
川
に
奪
は
れ
今

見
る
様
に
脈
状
の
流
れ
を
取
っ
た
｡

標
高

｢
八
二
米
の
畔
は
東
p
日
和
佐
川
床
の
卒
地
面
亡

は

】
二
〇
米
飴
の
差
で
あ
-

1
方
赤
絵
川
だ
は
僅
か
に

二
〇
犬
種
の
差
で
あ
る
'
之
等
の
事
情
か
ら
察
す
れ
ば

該
峠
は
輩
河
戊
で
あ
っ
た
事
を
考

へ
る
も
あ
な
が
ち
不

倉
理
で
は
な
い
か
}J
恕
ふ
0

那
賀
中
野
の
海
岸
線
の
直

角
に
沼
状
の
小
河
流
の
戴

つ

も
存
在
す
る
事
は
前
に
も
逓

べ
た
､
之
等
は
那
賀
川
等

の
遺
し
た
償
い
時
代
の
河
口
で
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
.

そ
し
て
現
在
の
河
口
以
南
に
は
其
地
形
を
認
め
ら
れ
す

欝

一
耽

六

7
人

し
て
北
部
に
の
み
あ
る
寧
は
や
は
-
地
魁
が
北

へ
傾
い

た
拳
を
意
妹
す
る
も
り
で
あ
ら
-
｡
其
後
近
代
の
海
岸

隆
起
に
よ
っ
て
段
々

商
へ
移
動
し
た
も
の
で
あ
ら
う
O

之
等
の
地
形
時
化
は
地
殻
担
劫
が
蛮
な
役
目
を
な
し
た

ゞ
ら
-
が
或
は
叉
其
外
に
水
盤

の渦
度
の
壁
化
を
も
考

へ

る
事
が
揖
魂
る
･fj
恩
ふ
｡
勝
浦
州
も
都
幾
川
ビ
大
同

小
異
で
あ
っ
て
初
め
上
洗
か
ら
直
線
状
に
流
れ
て
.
宿

江
ビ
櫛
淵
の
関
の
山
を
越
わ
て
立
江
の
方
向
に
洗
れ
て

ゐ
た
が
.
前
yJ
同
機
り
地
建
に
よ
っ
て
沼
江
よ
-
北

へ

徳
島
沼
江
間
の
断
層
鎚
に
沿
っ
て
流
れ
佐
那
河
内
か
ら

落
ち
る
川
だ
愈
し
て
神
代
瀬
川
/̂J
な
っ
た
時
も
あ
っ
た

(立
江
川
は
啓
い
勝
浦
川
の
磯
魔
物
で
あ
ら
,ni)｡
其
後

叉
鼻
動

のあ
っ
た
時
北

へ
移
動
し
て
現
在

の様
な
洗
れ

寸)
な
っ
た
｡

ヽ
ノ

≡

'

海
部
川

I"ul一口
海
部
川
は
海
部
郡
川
上
村
の
山
地
に
敬
し
縦
谷
を
な
し

兼

へ
流
れ
儲
渦
か
ら
北
よ
-
落
ち
る
水
だ
合
し
横
谷
を

な
し
p
小
川
で
は
充
か
ら
流
れ
る
水
を
併
せ
深
卦
蛇
行

を
な
し
大
井
よ
-
は
商
兼
行
し
て
p
鞘
の
海
岸
に
注
い

で
ゐ
る
｡
川
上
射
よ
-
皆
瀬
迄
は
普
通
の
龍
谷
を
な
し



て
ゐ
る
が
英
か
ら
急
に
晒
じ
て
商
宿
し
て
ゐ
る
事
は
何

か
の
庶
附
が
な
-
て
は
L･{
ら
な
い
.
甲
浦
匝ー
臓
中
の
海

部
川
筋
を
見
る
に
面
白
い
地
形
を
認
め
る
串
が
出
凍
る

に
附
隠
し
た
分
桝
丘
陵
の

1
つ
で
あ
-
.
居
激
越
の
街

道
は
此
勘
層
線
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
O
皆
瀬
以
南

の
海
部
川
だ
其
北
の
荘
戯
状
の
谷

/̂J
は
該
漸
層
に
よ
る

相 肘 断 郊掲 lBJ三第

結
果
生
成
さ
れ
た
川
で
あ
る
｡
海
部
川
を
墳
}J
し

て
末
酉
山
地
に
も
之
等
の
意
奴
を
求
め
る
事
が
出

来
る
P
慣
開
附
近
の
西
側
山
中
に
は
地
鍵
に
よ
る

新
し
い
山
崩
が
所
々
に
見
受
け
ら
れ
山
地
の
隆
起

を
物
語
-
夫
に
反
し
兼
側
に
は

!
つ
も
其
ら
し
い

も
の
が
見
ら
れ
な
い
｡
若
し
此
南
北
銀
を
ず

つ
YJ

北

へ
延
ば
せ
ば
中
木
頭
射
攻
ケ
谷
迄
も
引
-
串
が

揖
凍
る
｡
海
岸
で
は
那
任
の
封
岸
の
兼
筒
に
長
い

島
は
雌
の
新
し

い
地
礎
の
結
果
海
中
に
沈
降
し
た

も
の
で
あ
ら
-
0

Jヽ四
､
宍
喰
用

nul一川u
海
部
川
の
函
南
に
西
よ
-
寛

へ
縦
谷
を
LI4
す
宍
喰

川
が
あ
る
､
束
海
岸
宍
喰
か
ら
入
山
迄
は
可
成
の

即
ち
大
井
以
南
の
河
岸
西
部
山
地
を
見
る
に
.
飴
か
ら

荘
胡
状
に
居
激
越
の
線
を
境
ビ
し
て
p
酉
だ
束
に
地
形

の
大
差
違
が
あ
る
O
即
ち
断
層
線
の
存
在
は
水
中
曲
銀

に
も
が
-
讃
ま
れ
る
中
山
二

三

一
釆
)等
は
西
側
山
地

細
岡
克
郎
の
地
形
考
察
ミ
地
殻
壁
劫
の
忠
義

河
蘭
を
有
し
て
ゐ
る
が
其
よ
-
上
流
は
急
に
細
-
な

っ

て
西
は
猶

7
時
に
蔑
し
て
ゐ
る
が

一
般
に
小
洗
の
割
合

に
沿
岸
低
地
の
贋
澗
な
こ
･,J
が

7
寸
建

っ
て
ゐ
る
｡
丁

度
佐
郡
軸
内
の
地
形
W
似
た
所
が
あ
る
｡
猪

ノ
峠
を
越

r九

1
九



渦

･iq

第
六
食

わ
て
船
津
か
ら
両
へ
仰
郡
谷
に
至
る
谷
も
右
の
･地
形
ビ

似
た
購
い
谷
を
な
し
て
ゐ
る

(野
級
川
の
他
の
谷
は
薯

普
通
山
V
字
形
の
谷
で
あ
る
)
.
之
を
要
す
る
に
猪
ノ
瞳

を
中
心
に
南
北
に
朝
い
た
鹿
を

琉
ざ
し
て
西
側
即
ち
崇

箱

T
弗

エ
ロ

二

〇

葛
宍
喰
川
の
.1上
流
部
の
潰
跡
で
あ
る
｡

室
戸
崎
の
晃
海
岸
津
呂
村
を
南
北
に
光
る
急
山
崖
は
断

層
崖
の
.地
形
を
な
し
て
ゐ
る
｡
室
戸
崎
の
北
尾
垂
山

(

二
四
二
米
)
を
中
心
だ
し
た
附
近
は
嫁
に
其
戚
じ
が
強

繰厨断峠ケ老特設JH利率寮 図四第

い
｡
頂
上
部
は
兼
に
片
寄
-
東
側
は

急
傾
斜
を
な
し
西
側
山
腹
は
接
傾
斜

を
な
し
て
ゐ
る
0
若
し
海
底
の
二
百

米
等
探
線
を
盤
.ru
紅
は
此
近
海
で
は

普
通
恥
岸
(サ
ー
十
五
粁
〕よ
-
近
い

距
離
即
ち
倭
に
三

-
四
肝
に
該
蔀
を

見
る
｡
基
他
南
北
断
層
兼
の
著
し
い

も
の
は
土
佐
発
寒
郡
羽
根
村
の
海
老

ケ
峠
(171六
六
釆
)
で
南
北
に
引
い
た

西
谷
か
ら
西
川
に
捨
ふ
兼
は
地
形
岡

上
判
然
ĴJ
見
わ
る
Q
政
等
南
北
断
層

銀
は
海
部
州
宍
喰
川
の
断
層
緑
ミ

喰
川
の
上
流
が
階
段
し
た
｡
そ
し
て
革
新
層
灘
に
櫓
ふ

て
野
根
州
が
流
れ
雪

基
結
果
宍
喰
川
上
流
は
野
鵡
川

の
為
に
奪
は
れ
宍
喰
川
下
流
は

一
時
軍
容
ど
な
っ
た
･

そ
し
て
現
在
の
様
な
貧
弱
な
州
W
な
っ
た
｡
僧
都
谷
は

同

叫
の
も
の
で
あ
ら
う
0

此
外
北
東
商
圏
の
断
層
線
が
認
め
ら
れ
る
･
奈
年
利
州

の
商
う米
ケ
間
か
ら
鵜
川
､
須
川
の
方

へ
流
れ
る
川
を
墳

Rij
し
て
地
勢
に
非
常
の
高
度
差
が
あ
る
谷
の
東
南
側
の



最
高
標
は
(七
八
七
.
四
米
)を
示
し
反
対
側
は
(
四
五
二

莱
)
の
標
高
を
示
し
基
側
の
山
地
は
比
較
的
中
也
な
地

形
を
な
し
特
に
兼
ケ
岡
附
淀
は
(五
/3
0
-
四
〇
〇
米
)

の
問
殆
.'"
櫨
の
様
な
地
形
を
な
し
谷
を
境
に
蘭

の山
地

W
は
階
段
状
を
な
し
て
ゐ
色
｡
敏
の
高
知
薄
の

背後
を

な
す
山
崖
を
兼
々
北
に
引
い
た
物
部
川
の
大
構
造
線
以

南
の
川
は
蚤
に
北
東
山
地
か
ら
南
西
に
流
路
を
取
る
傾

向
が
あ
る
事
は
之
等
北
東

-
南
西
の
断
庶
路
存
在
}J
或

関
係
を
有
す
る
も
の
で
は

な
か
ら
-
か
｡

四
p
結

論

四
囲
東
部
の
河
流
は
重
に
闇
曲
山
豚
の
縦
谷
だ
し
て
固

ま
-
寛

へ
流
路
を
取
っ
て
ゐ
た
が
.
瀬
戸
内
海
慣
投
の

紙
数
竃
野
川
筋
の
大
構
造
藤
の
南
活
動
を
兼
し
虜
に
地

盤
は
北
部

へ
傾
き
英
だ
同
時
に
紀
伊
水
道
生
成
だ
な
･n

那
賀
川
以
北
の
栄
西
河
流
系
は
蓬
に
河
流
ビ
河
流
の
寧

奪
ど
な
-
或
は
河
流
移
動
に
よ
っ
て
現
在
の
北
部
地
形

を
な
し
た
O

一
方
南
部
は
南
北
噺
静
銀
の
虜
に
東
西
流
し
て
ゐ
吾
河

流
は
流
路
を
嘩
じ
て
両
統
し
或
は
幕
谷
状
を
な
し
た
｡

南
部
海
岸
線
は
之
等
断
層
線
に
よ
っ
て
鎮
成
さ
れ
た
串

は
明
治
三
十
九
年
九
月
地
嘩
雑
誌
小
川
博
士
の
画
商
日

本
海
岸
の
地
塵
に
も
諭
せ
ら
れ
た
0
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に
戟

せ
ら

れ
ii-
の
で
､
本

文

は

太

れ
も
少
し
牧
基
咽
輔
し
㍗
も
の
で
あ
る
｡
(
霊

地
蛾
内
部
の
組
成

好
奇
心
は
人
間
の
著
し
い
職
質
の

一
つ
で
あ
る
｡
人

は
既
に
幼
少
の
頃
か
ら
芋
の
4/)
ど
-
範
囲
内
に
あ
る
物

は
何
物
を
問
は
や
吟
欺
し
て
見
な
け
れ
ば
承
知
し
な
い

又
串
の
姻
暦
を
見
る
で
き
は
箱
を
開
い
て
E+,J

-
し
て
賓
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二
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